
 

 

 

 

 

  

届出様式「分別解体等の計画等：別表１～３」の変更点 

【別表１、２】有害物質（石綿、フロン）の有無の記載欄を修正・追加 

【別表３】有害物質（石綿）の有無の記載欄を修正 

建設リサイクル法の届出をされる皆様へ 

の 

新様式【別表１～３】 
[別記様式第一号] （Ａ４）

別表３

□有　

□無

 土工事　□有　□無 □　手作業

□　手作業・機械作業の併用

③基礎
 基礎工事　□有　□無 □　手作業

□　手作業・機械作業の併用

工

程
ご

と
の

作
業

内
容

及

工程 作業内容
分別解体等の方法

(解体工事のみ)

①仮設
 仮設工事　□有　□無 □　手作業

□　手作業・機械作業の併用

②土工

□無

□　飛散性石綿【吹付け】（鉄骨等の特定建設

     資材以外のものに吹付けられた石綿）
□　飛散性石綿【吹付けではない】（石綿を含

     有する断熱材、保温材、・耐火被覆材等）
□　非飛散性石綿（石綿含有スレート板等）

□　飛散性石綿に関する諸官庁届出
      （大防法、労安衛法・石綿予防規則）

□　飛散性石綿の適正処理の実施
□　非飛散性石綿の適正処理の実施

その他 □有　(                   　        )

□無

特定建設資材への付着物（解
体･維持・修繕工事のみ）

□有（　　　　　　　　　　　　　）

□無

他法令
関係（解
体･維持
・修繕工
事のみ）

石綿
（大気汚染防止

法・安全衛生法
石綿則）

□有

特定
建設
資材
への
付着

□　飛散性石綿（吹付け石綿、石綿含有

      吹付けロックウール等）
□　非飛散性石綿（石綿含有ビニール床

      タイル等）

□　飛散性石綿に関する諸官庁届出

      （大防法、労安衛法・石綿予防規則）
□　飛散性石綿の適正処理の実施

□　非飛散性石綿の適正処理の実施

搬出経路 障害物　□有（　　　）　□無

前面道路の幅員　約　　　　ｍ

通学路　□有　□無

その他（　　　　  　　　　）

敷地境界との最短距離　約　　ｍ

その他（　　　　　　　　）

工作物
に関する
調査の
結果及
び工事
着手前
に実施

する措置
の内容

工作物に関する調査の結果 工事着手前に実施する措置の内容

作業場所 作業場所　□十分　□不十分

その他（　　　　 　  　   ）

使用する特定建設資材の種類 □コンクリート　□コンクリート及び鉄から成る建設資材

(新築･維持･修繕工事のみ) □アスファルト・コンクリート　□木材

工作物に
関する

調査の結
果

工作物の状況 築年数　　　年

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

周辺状況 周辺にある施設　□住宅　□商業施設　□学校　□病院　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（土木工事等）

分別解体等の計画等
工作物の構造（解体工事のみ） □鉄筋コンクリート造　□その他（                              ）

工事の種類

□新築工事　□維持・修繕工事　□解体工事

□電気　□水道　□ガス　□下水道　□鉄道　□電話

□その他（                                                    ）

別表３ 

[別記様式第一号] （Ａ４）

別表２

□有　

□無

その他 □有　(                   　        )

□無
工
程
ご
と

工程 作業内容

①造成等
 造成等の工事　□有　□無

□無

□　飛散性石綿【吹付け】（鉄骨等の特定建設

     資材以外のものに吹付けられた石綿）
□　飛散性石綿【吹付けではない】（石綿を含
     有する断熱材、保温材、・耐火被覆材等）
□　非飛散性石綿（石綿含有スレート板等）

□　飛散性石綿に関する諸官庁届出
      （大防法、労安衛法・石綿予防規則）

□　飛散性石綿の適正処理の実施
□　非飛散性石綿の適正処理の実施

フロン（フロン
排出抑制法）

□有（業務用のエアコン・冷凍冷蔵機器のうちフロン類が
   使われているもの）

□無

特定建設資材への
付着物 (修繕･模様替
工事のみ)

□有　(                   　        )

□無

他法令
関係（修
繕・模様
替工事
のみ）

石綿

（大気汚染防
止法・安全衛
生法石綿則）

□有

特定
建設
資材
への
付着

□　飛散性石綿（吹付け石綿、石綿含有
      吹付けロックウール等）

□　非飛散性石綿（石綿含有ビニール床
      タイル等）

□　飛散性石綿に関する諸官庁届出
      （大防法、労安衛法・石綿予防規則）

□　飛散性石綿の適正処理の実施
□　非飛散性石綿の適正処理の実施

その他（　　　　 　  　   ）

搬出経路 障害物　□有（　　　）　□無

前面道路の幅員　約　　　　ｍ

通学路　□有　□無

その他（　　　　  　　　　）

周辺にある施設　□住宅　□商業施設　□学校　□病院　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

敷地境界との最短距離　約　　ｍ

その他（　　　　　　　　）

建築物
に関する
調査の
結果及
び工事
着手前
に実施

する措置
の内容

建築物に関する調査の結果 工事着手前に実施する措置の内容

作業場所 作業場所　□十分　□不十分

建築物に係る新築工事等（新築･増築･修繕･模様替）

分別解体等の計画等

使用する特定建設資材の種類
□コンクリート　□コンクリート及び鉄から成る建設資材

□アスファルト・コンクリート　□木材

建築物に
関する

調査の結
果

建築物の状況 築年数　　　年、棟数　　　棟

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

周辺状況

別表２ 

[別記様式第一号] （Ａ４）
別表１

□有　

□無

建築物に係る解体工事

分別解体等の計画等
建築物の構造

□木造　□鉄骨鉄筋コンクリート造　□鉄筋コンクリート造

□鉄骨造　□コンクリートブロック造　□その他（　　　　　　　　）

建築物
に関す
る調査
の結果

建築物の状況 築年数　　　年、棟数　　　棟

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

周辺状況 周辺にある施設　□住宅　□商業施設　□学校　□病院　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

敷地境界との最短距離　約　　ｍ

その他（　　　　　　　　）

建築物
に関する
調査の
結果及
び工事
着手前
に実施

する措置
の内容

建築物に関する調査の結果 工事着手前に実施する措置の内容

作業場所 作業場所　□十分　□不十分

その他（　　　　 　  　   ）

搬出経路 障害物　□有（　　　）　□無

前面道路の幅員　約　　　　ｍ

通学路　□有　□無

その他（　　　　  　　　　）

フロン（フロン

排出抑制法）

残存物品 □有　（　　　　　　　　　　  　　）

□無

特定建設資材への
付着物

□有　(                   　        )

□無

特定
建設
資材
への
付着

□　飛散性石綿（吹付け石綿、石綿含有
      吹付けロックウール等）
□　非飛散性石綿（石綿含有ビニール床
      タイル等）

□　飛散性石綿に関する諸官庁届出
      （大防法、労安衛法・石綿予防規則）
□　飛散性石綿の適正処理の実施
□　非飛散性石綿の適正処理の実施

□無

□　飛散性石綿【吹付け】（鉄骨等の特定建設
     資材以外のものに吹付けられた石綿）

□　飛散性石綿【吹付けではない】（石綿を含
     有する断熱材、保温材、・耐火被覆材等）
□　非飛散性石綿（石綿含有スレート板等）

□　飛散性石綿に関する諸官庁届出

      （大防法、労安衛法・石綿予防規則）
□　飛散性石綿の適正処理の実施
□　非飛散性石綿の適正処理の実施

□有（業務用のエアコン・冷凍冷蔵機器のうちフロン類が
   使われているもの）

□無

その他 □有　(                   　        )

□無

他法
令関
係

石綿
（大気汚染防
止法・安全衛
生法石綿則）

□有

工
程
ご

工程 作業内容 分別解体等の方法

建築設備･内装材等の取り外し
□　手作業

別表１ 

変更箇所：この部分が変わります 

され
ます届出様式 が 変更 

【発行】千葉県県土整備部技術管理課建設リサイクル推進班 R3.3

令和３年４月１日以降は、原則、新様式での届出が必要です 

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」に基づく   

「特定建設工事に係る分別解体等に関する省令」が一部改正され、千葉県では、有害物質

（石綿、フロン）の有無を把握し適正な分別解体の施工を確保するため、届出様式   

「分別解体等の計画等（別表１～３）」を変更します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https:www.pref.chiba.lg.jp/gikan/jigyousha/recycle/recycle/todoke.html） 

Ｑ いつから新様式で届出するのですか？ 

Ａ 令和３年４月１日以降に届出するものが対象です。 

旧様式は使えなくなりますか？ Ｑ 

旧様式での届出は、令和３年３月３１日までとなります。 

令和３年４月１日以降の届出は、原則、新様式でお願いします。 
Ａ 

詳しい内容は、千葉県県土整備部技術管理課のホームページをご覧ください。 

【問合せ先】千葉県県土整備部技術管理課建設リサイクル推進班
〒260-8667 千葉市中央区市場町 1-1 TEL (043)223-3440 FAX (043)227-1075

＆ Ｑ Ａ 

令和３年３月３１日以前に届出し、４月１日以降に変更が
生じた場合、変更の届出はどうしたらよいですか？ 

Ｑ

Ａ

新様式はどこで入手できますか？ Ｑ 

千葉県技術管理課のホームページからダウンロードできます。 Ａ 

旧様式での変更の届出となります。 

3/31 4/1 ・・・ 4/7 4/8 届出書 変更届出書

 令和3年3月31日以前に届出し、
 4月1日以降に変更の届出をする場合

届出日 変更届出日 旧様式 旧様式

 令和3年4月1日以降に届出、
 変更の届出をする場合

届出日 変更届出日 新様式 新様式


